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『御製人臣徹心録』
｢好名論」・「管私論」・「狗利論」
石橋崇雄
＊本稿は別稿、御製人臣傲心録｣－｢植黛論｣－」(『人文学会紀要｣第42号、
79～９１頁、国士舘大学文学部、２０１０〈平成22〉年３月）の読解作業に
接続するものであり、清朝史における歴史上の問題ならびに「御製人臣
徹心録』の意義・凡例等についてはその別稿を参照していただきたい。
(／Ⅸａ－２）gebudeamuranbeleolehengge、
名に執着することについて論じたこと。
(／Ⅵａ－６）好名論（６／）
(２／）
(／３）ｙａｙａａｍｂａｎｏｈｏｕｒｓｅ，yargiyantusabewesihuleci（３／４）
acambi、untuhungebubekiceciacarakU
凡そ臣になった者たちは実益を貴ぶべきである｡虚名に功を求めるべきではない。
(／Ⅵｂ－１）凡爲臣者、宜崇實效。不宜務（l／２）虚名。
gｅｂｕｂｅ（４／５）kicereurse，tereiyabunurunakuholotereigUnｉｎ
(5／６）urunakudeleri・unenggiemuerinialginmaktacunbe（Ⅸ
ａ－６／Ⅸｂ－１）baici，gisunbaitadeacanaraacanarakUbe（1／２）
tuwarakdkai・
名に功を求める輩は、その行いが決まって偽りであり、その考えが決まって勝手
である。実際、－時の名声や称賛を求めれば、意見や務めに対する当否が見えな
くなるぞ。
務名者、其行必矯、其意（2／3）必浮。筍取一時之聲稲、而其（3／4)、言與
事之當否弗顧也。
tereimujilenbefetemekimcicibi（２／３）gisundetucibufibaita
deyabubufi，ｄａｍｕ（３／４）miniguninbetuwabure・minigebube
hUwaSabure（４／５）ociwajihasembi、
その心をみつめて窮極まで判っていれば､自ら意見として出し､務めとして行なっ
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たことで、ただ自分の考えを示し、自分の名を成せば、充分に完結したというこ
とである。
推原（4／5）廠心､以爲吾發之於言。學之（５／6）於事。但可以見吾志､成吾名、
(Ⅵｂ－６／Ⅶａ－ｌ）足実。
urunaknselgiyemeyabubuci（５／６）ojoro，ojonakuentehemeojoro
be，（Ⅸｂ－６／Ｘａ－１）ｇｅｍｕｅｊｅｎｄｅａｎａｆｉｉｄａｒａｋＵ．
必ず命令して行わせることができるか否かは氷えに続くことであるから、みな君
上［ejen］に託して、その者は関与しない。
至於必可見之施行､必（ｌ／２）可垂之永久者､則皆貼之君（２／３）上而彼不與。
nｉｙａｌｍａｔｏｍｅｇｅｍｕ（１／２）gebudeamuranmujilenbejafaci，gurun
booi（２／３）yargiyanbaita，ｇｅｌｉｗｅｄｅａｋｄａｍｂｉ・
一人一人がみな名に執着して心を奪われれば、国家の真の政務は、一体誰に頼る
のか。
夫使人人蓋懐（3／4）好名之心、則國家之實事、又（4／５）將誰筒。
jirgara（３／４）ｊｏｂｏｒｏｄｅｄａｌｊｉａｋｕ．ｕｔｈａｉｃｉｎｉｂａｉｎｉｙａｌｍａ．（４／
5）ｙｏｗｅｉｂａｉｎｉｙａｌｍａｉｔａｒｈＵｔｕｒｈａｂｅｔｕｗａｒａ（５／６）adali，mujilen
deumaiherserakU・ｅｒｅａｍｂｕｌａ（Ｘａ－６／Ｘｂ－１）tondoakungge
wakao．
何もしないで過ごすことを憂えるのとは全く別にあり、ちょうど秦の地にいる者
が越の地にいる者の肥えた、椿せたを見るようなもので、心に全く留めない。こ
れは甚だひどい不忠ではないか。
爲戚爲休､不相關切。（５／６）如秦人視越人之肥椿、漠然（Ⅶａ－６／Ⅶｂ－ｌ）
無所動其心。豈非不忠之大（１／２）者哉。
guwahendume，kungdzi（ｌ／２）henduhenggeambasasaisa，jalan
wajitalagebu（2／３）algindarakUbenasambisehebi．
別に説くのに、孔子が語ったこととして、「君子は、この世の生を終えるまでに
名誉を興さないことを嘆き'惜しむ」と。
或曰、孔子F1、「君子疾没（２／３）世而名不穂｡」(1)
gebuinuniyalmai（３／４）ａｍｕｒａｎｏｃｉ
ｇｅｂｕｄｅ（4／5）amuranakD，erdemu
6）dabame，targarabesarknohode，ｅｌｅ
acaranggekaLunenggigemu
beefuleｍｅｋｅｍｕｎｂｅ（5／
gelecuke（Ｘｂ－６／ｍａ－１）
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ａｋｎｎ、
名も亦、人の執着するものというぺきであるぞ。実際みな名に執着せず、徳を壊
し規範を越え、戒めを理解しなくなることにでもなれば、全ての`朧れるぺきもの
は無くなってしまうのか。
名亦人所宜尚（３／４）也。筍蓋不好名、將敗徳蹴閑、（４／５）岡知所忌、不更
可,灌乎。
hendumetuttuwakaerdemubeefulere（ｌ／２）kemunbedabara
urse，ｅｍｕｉｎｅｎｇｇｉｊａｌａｎｄｅ（２／３）biciojorakU・aisemedabufi
gisurembL
言いたいことは、そうではない、ということである。徳を壊し規範を跳び越える
輩は一日のもので、時代としてあることはできない。どのように言えば勘定に入
れて語れよう。
日､不(５／６)然。夫敗徳践閑之徒､乃不可(Ⅶｂ－６／Ⅷａ－１)一日容於世者也。
烏足道哉。（ｌ／２）
gｅｂｕｄｅ（３／４）amuranaknserenggeyargiyanbecohofi（４／５）
hnsutuleme，ｇｕｒｕｎｄｅｔｕｓａｏｂｕｒｅｂｅｋａｉ、
名に執着しないという者は真実を見極めた上で尽力し、国に利益をもたらすこと
になるぞ。
所謂不好名者、今其專力於（２／３）實、以期有濟於國耳。
aikabade（5／６）yargiyanbeaknmbufigebudahalacLｔｅｒｅｇｅｂｕ（ｍ
ａ－６／ｎｂ－ｌ）untuhungebuwaka・inuambulasainwakao．
もしも真実に心を尽くして名を後に従わせるならば、その名は空しき名でなくな
り、これこそ甚だし〈素晴らしいものではあるまいか。
使實至（３／４）而名從之、則名非浮名、誼不（4／５）甚美。
dａｍｕ（１／２）ｅｍｕｇＵｎｉｎｉｇｅｂｕｂｅｋｉｃｅｍｅ，yargiyanbeguniraku
(2／3）ｏｃＬｇｉｓｕｎｕｄｕｔｏｂｄｅｈａｎｃｉｇｅｓｅｂａｉｔａ（3／4）udugiyan
dehanciadalibicibe，ｇｅｍｕａｉｎａｈａ（４／５）semeyabubuciojorakU、
ainahasemegoidaci（５／６）ojorakUnggekai．
ただ一心に名に邇進し、真実を考慮しないならば、言葉がどんなに実直に近いも
のであろうとも、政務がどんなに道理に近いものであろうとも、どれも断じて行
なうべきではないし、断じて長引かせるべきことではないぞ。
惟一意於好名､巾不顧(5／６)其實､則難言若近正。事若近(Ⅷａ－６／Ⅷｂ－１）
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理、皆断不可行、断不可久者（ｌ／２）実。
tｕｔｔｕｏｆｉｇｅｂｕｄｅａｍｕｒａｎ（ｍｂ－６／ｍａ－ｌ）mujileniejenbe
weileci，aisilarawehiyerengge（ｌ／２）urunakUunenggiakU．
この故に、名に執着する心で君主［ejen］に仕えるならば、補佐して助けること
が必ずや誠でなくなる。
是故、以好名之心事主、則（２／3）輔佐必不誠。
gebu，dahameacabumbi（２／３）seregojime，yargiyanidahacara
haldaba5arabｅ（３／４）dolorimiyamimbi・
名は、後につき従うべきというだけで、真実の方が擦り寄って媚を売るのをひそ
かに粉飾して隠してしまう。
名爲將順、而實（3／４）則陰飾依阿。
gebu，tuwancihiyametohorombumbi（４／５）seregojime，yargiyani
dacunsijirhnnbetulerｉ（５／6）uncambi・gebudeamuranmujileni
niyalmabe（ｍａ－６／ｍｂ－１）baitalaci，tukiyereunggirenggeurunakU
giya、（ｌ／２）ａｋｕ
名は、歪みを直し安心させて撫育するというだけで、真実の方が才ある正直さを
外に売り渡してしまう。名に執着する心で人を用いるならば、登用することや職
から外すことが決まって道理に合わなくなる。
名日励勤、而實（4／5）則外沽侃直、以好名之心用（5／６）人、則學錯必不當。
tereisai5amewesimburengge，bardanggi（２／３）oilohonurse、ashume
wasimburenggenomhon（３／４）ujensaisa
その推奨し昇進させる者は、他人よりも勝っていると日負する軽率で浮かれた輩
であり、追い払って降格させる者が、真面目で重厚な賢者なのである。
所漿進者､(Ⅷｂ－６／Ⅸａ－ｌ)舷曜浮華之輩。而犢抑者､淳(ｌ／2)撲厚重之儒。
gebudeamuranmujilenigisunbe（４／５）wesimbuci，tucibure
alaranggeurunakutondo（５／6）akU・
名に執着する心で進言すれば、その建議は必ずや公平でないものになる。
以好名之心進（２／３）言、則建白必不純。
embicisongkolomeleolemeunenggimujilenci（ｍｂ－６／Ｘｍａ－ｌ）
tucikenggewaka．
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もしかすると、ただ従うだけの談論に終始し、本当に心からH}たものではない。
或附於雷（３／４）同、而非本肺腋。
(ｌ／２）emhunwesihunsembL
己を孤高という。
embicimurimefafur5amebeyebe
もしかすると、意地を張って奮い立ち、
或出於矯激、（４／５）而自命孤高。
gebudeamuranmujileniirgenbe（２／３）dasacLgosireujirengge
urunakuhiｎｇｓｅｍｅ（3／4）ａｋＵ
名に執着する心で民を治めれば、慈しみ養うことが必ずや心を籠めたものではな
くなる。
以好名之心治（５／６）民、則愛養必不篤。
emuaisibeyendeburede，ｅｍｂｉｃｉｇｅｂｕ（４／５）ｓａｉｎｂｉｍｅ，yargiyan
ifudasihUn・
一つの利を興すのに、もしかすると名は素晴らしいのに、真実は逆になる。
興一利、或（Ⅸａ－６／Ⅸｂ－１）名美而實背。
eｍｕｊｏｂｏｌｏｎｂｅ（５／６）geteremburedeembicigebuunggimbime
yargiyani（ｍａ－６／ｍｂ－１）bibumbi．
－つの憂患を除くのに、もしかすると名は去らせているのに、真実は留まってい
る。
除一害、或名去（ｌ／２）而實存。
gebudeamuranmujileniyabunbedasaci，（１／２）feliyere
yaburenggeurunakutondｏａｋn．
名に執着する心で行ないを取り繕うならば、実践することは必ずや公平でないも
のになる。
以好名之心飾行、則（２／３）賤履必不端。
embici（２／３）ｍｕｗａｂｕｄａ，manahaetukuibolgobealgimbumbi．
／４）
あるいは粗末な食事や破れた衣服によって清廉さを鳴り響かせる。
或糖食敞服、以（３／４）嶋其廉。
(３
embicinomhonarbun，sumingnninifuniyaganbe（４／５）
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miyamimbi．
あるいは真面目な容貌や深い思いによって度量を取り繕う。
或厚貌深情、以文其（４／５）度。
terejalanbeholtomealginbe（５／６）hDlhame，gUninbe
maktacunbebairengge．（ｍｂ－６／ＨＶａ－１）
それは世を偽り、名声を盗み、思いを隠し、称賛を求めることである。
彼將以欺肚盗聲、匿情千（５／６）譽。
gidame
emuinenggiweiletucikedebengsenencehe（ｌ／２）wacihiyame
mohofideleurunakuejendewaliyabumbL（2／3）fejileurunakpgucu
deashUbumbi．
－日でも罪が現われたことで技量や才能は悉く枯渇して､上は必ずや君主［ejen］
に棄てられるし、下は必ずや朋友に突き放される。
而一朝敗露､伎備畢窮。上（Ⅸｂ－６／Ｘａ－ｌ）必見棄於君。下必見絶於友。（ｌ
／２）
wangyan，（３／４）inhooijergiurseuthaigenggiyenbulekukai．
(４／5）ereiteilewaka．
[晋の］王桁や股浩のような者たちは、すなわち明らかな鏡としての証であるぞ。
これだけというわけではない。
如王桁、股浩之流、其明鑿也。（2／3）不特此也。
gｅｂｕｄｅａｍｕｒａｎｊｅｍｄｅｎｂｅ（５／６）badarambuhade，urunakn
hokijafametukiyeceme（)ＨＶａ－６／)ＨＶｂ－１）ｔｅｍ§emejobolonbe
tutaburengge5uminｇｏｒｏ（ｌ／2）ｏｍｂＬ
名に執着する弊害を拡大させたことにより、必ずや党を立てて牛耳ることを誇ら
しげに競って争い、憂患を後に取り残らせることは、より深刻になり、長期にわ
たらせてしまう。
充好名之弊、必黛（３／４）比誇争、貼害深遠。
dｅｒｇｉｈａｎｇｕｒｕｎｉｌｉｉｎｇｓｉｙＵｎｉｏｉ（２／３）jergiurse，sainbe
sai5ame，ｅｈｅｂｅｉｂｉｙａｍｅ，（３／4）ishundetemgetulememaktame，ｇｕ，
Cu，jiynn，ｇｉｓｅｒｅ（４／５）gebubeilibufLmekelebeyebetuhebufi
jalande（５／６）ｔｕｓａｏｈｏａｋＵ
東漢の李麿や筍昆のような輩は、善を奨励し、悪を嫌い、互いに善行を記して称
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場し、顧・厨・俊・及という名を立て、空しく身を落として1tに碑益することは
なかった。
如東漢李(４／５)贋･筍星等､徒以善善悪悪､更(５／６)相標梼。立願厨俊及之名、
至（Ｘａ－６／Ｘｂ－ｌ）唄其躯、無稗於世。
ｅｓｅｇｅｍｕｓａｉｓａｂｉｍｅ，ｇｅｂｕｄｅ（)ｑＶｂ－６／ＸＶａ－ｌ）amuranjemden
dehonouttuohobade，yargiyan（１／２）tusabewesihulerakn，jing
untuhungebube（２／３）kiceme，dergideociejenbesartabure．（３
／4）tulergideocijalanbesartabure、ｄｏｒｇｉｄｅ（４／5）ocibeyebe
sartabureursebeaihendure（5／6）aLtargaciacambikai.(ＸＶａ－６／）
この輩はみな賢者であるのに、名に執着する弊害によって、なおかつこのように
なったもので、実益を尊ばず、まきに虚名に励み、上に対しては君主［ejen］を
誤らせ、外に対しては世を誤らせ、内に対して身を誤らせる輩については、どの
ようにでも説き、どのようにでも戒めるべきであるぞ。
此其人皆（l／2）賢者､而好名之弊､尚至於斯。（2／3）況夫不崇實效､純務虚名。
上（3／4）則誤君､外則誤世､内則誤身（４／5）者乎。於戯､可戒也已。（5／）
(／XVb-Dcisubekicerebeleolehengge・
自分勝手に暴走することについて論じたこと。
(／Ｘｂ－６）管私論（6／）
(ｌ／）
(／2）ａｂｋａｎａｃｉｓｕａｋＵｏｆｉｕｍｅｓｉｔｏｎｄｏｂｅ（２／３）mutebuhebi、han
niyalmadahameabkaifejergibe（３／４）dasalnbL
天地は、私心がないことによって、この上ない公平ざを成し遂げてきている。人
君［hanniyalma］は、これに遵って天下を統治する。
(／ｍａ－ｌ）天地以無私成其至公。人君（l／２）奉之、以駁天下。
tuttuurgunjilidehar5akuakU（４／５）erunsangbeurunakn
teisulembi．
故に喜怒に偏りがなく、刑賞は必ず妥当なものとなる。
故喜怒無砒。（2／3）刑賞必當。
aｍｂａｎｏｈｏ（５／６）niyalma，cisuimujilenbehefeliyefi，beyeigunin
de（ＸＶｂ－６／XⅥａ－ｌ）acabuciombio．
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臣となった者が自分勝手な心を胸中に抱いて､自己の思いに合致させることなど、
できるであろうか。
況爲人臣者、而可（３／４）,懐私心以自遂乎。
cisu，ｋｅｍｕｎｉｅｍｕｇＵｎｉｎｉｓｅｒ（１／２）serecidekdembi・
私心とは、常にある思いの微細なことから湧き起こる。
夫私、毎起（４／5）於一念之微。
jobolonurunakuabkaifejergi（２／３）ambandeisinambLtargarakU
ociojorakU（３／４）
禍は必ず天下の大なる事に到る。戒めなければならない。
而害必及於天（5／６）下之大、不可以不戒也。
adarameseci，niyalmacisuakUoci，terei（４／５）bodohongenggiyen，
tereituwakiyanakdunterei（５／６）doronecin，tereimujilen
sulakanaierdemu（ＸⅥａ－６／ＸⅥｂ－ｌ）ｈｎｗａ§arakU，aigung
iliraku．
どのように言えば、人は私心がなくなり、その思索が清明になるのか。その見詰
めるものが堅固になるのか。その道理が平らかになるのか。その精神が穏やかに
なるのか。どのような徳Ⅱが成就しないのか。どのような功労が成立しないのか。
何也。（ｍａ－６／ｍｂ－ｌ)人惟無私､則其識明。其守堅。（l／2)其道平｡其衷坦。
何徳不成。何（２／３）功不立。
aikabademajige（１／２）cisubihede，uduniyalmaciduleke
erdemungge（２／3）ｓｅｍｅ，cisudegidabufigemubeyetucibume（３
／４）muterakU
かりに些細な私心であったとして、人よりも優れた有徳の者であると雌も、私心
に掻き乱されて、みな日分で自分を抜きんでた者にすることはできない。
筍－有私、則難有過（３／4）人之才、爲私所僥、而皆不能（４／5）以自見。
baitabeucarahade，yabuciacarabe（４／５）getukensambime，
eｍｂｉｃｉｂｅｙｅｄｅｔｕｓａａｋＵｓｅｍｅ（5／６）nakambi・
事に出会った際に、行うべきことをはっきりと知りながら、あるいは自分に利益
がないということでやめる。
其遇事也、明知爲常（5／６）行者､或以不便於己而已之。Ｏｑｂ－６／ｍａ－ｌ）
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yabuciacarakUnggebe，ｇｅｌｉｔｕｒｇｕｎｂｅ（XⅥｂ－６／XⅦａ－ｌ）getuken
sambime，ｄａｍｕｂｅｙｅｄｅｔｕｓａｓｅｍｅｕｒｕｎａｋＵ（ｌ／２）yabumbL
行なうべきではないことについても又、事情をはっきりと知りながら、ただ自分
に利益となるということだけで必､ず行う。
及不當行者、則又明知其故、（１／２）第以有便於己而必行。
tuttugUninseolenhUlhifarhUn，ｕｒｕ（２／３）wakaucubumefarfabufi，
tulergidegereni（３／４）leolencifudaracibe，dorgidekemuni
tuwa5atara（4／5）hoilacaraguninbehefeliyembi．
故に思慮が愚昧で無知蒙昧となり、是と非が混沌として乱雑になって、外に対し
ては与論から背逆していようとも、内には常に援助についてあれこれ考える思い
を深く抱いている。
因之（2／３）意慮昏'塔。是非清凱。外佛乎（３／４）輿論､而中常懐夫謄顧之思。
(４／５）
tｏｂｎｉｙａｌｍａｂｅ（５／６）dosimbure，tobgisunbetucibure，ｔｏｂｄｏｒｏｂｅ
(ｍａ－６／XⅦｂ－１）yabuburebeerehesemebahambio．
正しい者を招き入れ、正しい言葉を陳べ正しい道理を行なうことを望んだとし
ても得られようか。
欲望其進正人、陳正言、建正（５／６）業、豈可得哉。
tuttuofi（l／２）cisubekicereniyalma,mujilenbe5uminsomifi，（２
／３）§olobetuwafitucibumbL
この故に自分勝手に暴走する者は、心を深く隠して、すきを見て動き出す。
是故管私之人。（ｍａ－６／ｍｂ－ｌ）深藏廠心、乗間而發。
kemunitob（3／4）ambalinggUgisunleolendeanaganarafiini（4／5）
somishnnhaksanargadetusaobume，ｎｉｙａｌｍａｂｅ（５／６）argade
tuheneiiulhiraknokinisemｅｊａｂ５ａｎ（XⅦｂ－６／XⅧａ－ｌ）baimbi．
常に正しく尊大な言葉や議論を口実にかりて、その隠した陰険な謀略によって利
益をなし、人を陰険な謀略によって落としても,悟られないようにしたいという僥
倖を求めている。
性性假（1／2）正大之論議､濟其陰険之謀。（2／3）以幾倖於人之堕其術中而（３
／４）不覺。
gelidabahangge，cisuimujilenibaitabe（ｌ／２）yabubumetulergi
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bｅｋｉｍｃｉｃＬｉｎｕｔｏｂｎｉｙａｌｍａ（２／3）ambasasaisaiyabuniadali．
また甚だ度を越していることには、私心によって事を行ないながら、その外面を
詳細に調べても亦、正しい者や君子の行ないと同じようなのである。
甚則以彼私心、措諸行（４／５）事。跡其外、亦似正人君子之（５／６）所爲。
butufarhUni（3／4）dolo，kemunihutuenduridetuwabuci，abka，
(4／5）nadealaciojorakU・
真っ暗で見えない中では常に、鬼神に出くわして訴えても天地に告げることはで
きない。
而暖昧之哀、常不可以（ｍｂ－６／ｍａ－１）質鬼iii1Il而告天地。
terecigurunbooitob（５／6）ｂａｉｔａｂｅａｍａｌａｏｂｕｆｉｂｅｙｅｉｔｕｓａｂｅ（Ｘ
Ⅷａ－６／ＸＶＨｂ－１）ｆａ§§arabenendembi，duinho5obegUniraku（ｌ
／2）ｂｉｍｅ，ｋｅｍｕｎｉｊｕｓｅｏｍｏｓｉｊａｌｉｎｅｂ§emebodombi．（２／3）
それから国家の正しい政務を後に回して､自分の利益に尽力することを優先する。
四方については考慮しないのに、常に子孫らのためには大至急で画策する。
於是後國（1／2）家之正務、而先便身圖。慮不（２／３）及於四方、而常急爲
子孫之（３／４）計。
jaiaikayarumebaitalarababihede，ｔｅｒｅ（３／４）niyalmaimergen
mentuhun，erdemungge，ｅｒｄｅｍｕａｋＵｂｅ（4／5）dacilaraku，ｄａｍｕｃｉｓｕ
ｂｅｔｕｗａｍｂＬ
またあるいは登用するところがあっても、その者の賢い、愚昧、有能、無能を問
いただすことはなく、ただ私事を見る。
至或有所汲引。則不問其（４／5）人之賢與愚､才之能與否､而（5／6）`惟私是視。
terei（5／6）gosimesai5araniyalma，urunakUdosholome（XⅧｂ－
６／XⅨａ－ｌ）har5arangge、aknciindebailibisirengge，（l／２）akUci
elbimejibufimujilenniyamanobukiserengge．（２／3）
その気に入って推挙する者は、決まって寵愛し依枯品眉した者である。そうでな
ければ、かの者に恩が有るところの者である。そうでなければ、招き来させて腹
心にしたいという者である。
所愛且譽者､必其（ｍａ－６／ｍｂ－ｌ）比眠者也。不則有恩於彼者（ｌ／2）也。
不則欲招致之、以爲腹心（２／3）者也。
tereiibiyamewaka5araniyalma，urunakugoro（３／４）aldanggangge，
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akUciindekimunbisirengge（４／５）akUcigunggebuerdemualgin
beyeciwesihun（５／６）ofiashmebo5okiserengge、
その嫌って非難する者は、決まって疎遠になる者である。そうでなければ、その
者に怨みが有るところの者である。そうでなければ、功名や才能の名声が自分よ
りも上であるために排除し駆逐したいという者である。
所憎且段者､必其疎遠(３／４)者也。不則有怨於彼者也。不(４／５)則勲名才望、
出於己右、而思（５／６）所以排槽之者也。
cisuimujilenci（ＸＩＸａ－６／ＸＩＸｂ－１）tuciketurgunde，tuttubuyere
ibiyara（ｌ／2）Sai§arawaka5arangge，fudasihUnmurishunohongge（２
／3）uttu、
私心から出た事情によってそのように、気に入る、嫌う、推奨する、非難するこ
とが相反して不公平になることは、この様なのである。
夫惟出於（ｍｂ－６／)ＵＶａ－ｌ）私心。故愛憎段譽、垂謬若此。（l／2）
ｔａｎｇｇｕｒｕｎｉｌｉｌｉｎｆｕ，janggioling，（3／4）ｌｉ５ｉｊｙ，luhiowanbe
ibiyame，tanggUhacini（４／５）argaidorgideribeleme，unggihe
manggiteni（５／6）selahabL
唐の李林甫は、張九齢･李適之･慮絢を忌み嫌い、百種類の謀略で内密に誹誇し、
追放した後、この上なく快いとしたのである。
如唐之李林甫、忌張九齢・李（2／3）適之・慮絢、則百計陰焔、去之（3／4）
而後快。
ｗａｎｇｇｕｎｇｇｉｗｅｎ，ｌｏｈｉ５ｉｂｅ（ＸＩＸｂ－６／ＸＸａ－ｌ）Sai§aｍｅ，yarume
oyonggobadesindafitob（l／2）niyalmabeashnmegidahabi・
王鋲・吉温・羅希壷を推奨し、登用して要所に置いて、正しい者を排除し抑えつ
けたのである。
喜王鋲・吉温・羅希夷、（4／5）則引置要地、以排抑正人。
ai，ｌｉｌｉｎｆｕ，ｇｕｒｕｎｉ（2／3）toosebejafahangge・wesihunaknseci
ojorakn．（3／４）
ああ。李林甫は国の権力を掌握した者であり、身分が高くなかったと言うことは
できない。
嵯乎。林甫、乗國之釣、不可謂不ＯＨＶａ－６／)ｑＶｂ－ｌ）尊。
juwanuyunaniyaohongge，goidahakUseci（４／５）ojorakn．ａｌｂａｎｉ
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jakabe5angnahanggejiramilahakU（５／６）seciojorakU、
十九年間であったことは、長い時間でなかったと言うことができない。貢ぎ物を
賜ったことは、優遇しなかったと言うことができない。
十有九年、不可謂不久。賜（ｌ／２）以貢物、不可調不渥。
nｅｍｅｍｅｇｎｎｉｎｉｃｉｈａｉｃｉｓｕｂｅ（ＸＸａ－６／ＸＸｂ－１）yabume，ejeni
bailibejempicashUlafi（l／2）tuwahakUbe，geliniyalmaimujilenbi
seci（2／3）ombio，
反ってますます思いのまま勝手に私を行ない、君主［ejen］の恩を心深〈に沈め
て悪事をはたらき、背いて顧みなかったことは、なおも人の心があるといえるの
か。
而乃窓（2／３）意行私、忍負君恩而不顧。尚（3／４）得謂之有人心哉。
cisubeunggirakuciojorakUngge（３／４）uttunikaLtuttuoci，ｃｉｓｕ
ｂｅ（４／５）unggiredeadarameohodesain・
私心を去らせることができなかったことは、この様であったのであるぞ。そのよ
うであれば、私心を去らせることに対してどのようにしたらよいのか。
私之不可（4／５）不去也、如斯実。然則去私富（5／６）奈何。
hendume，isheliyen（５／６）mujilenbewembume，silhinggamujilen
begeterembume．（ＸＸｂ－６／ＸＸａ－ｌ）urhumujilenbetobobume・
dｅｒｇｉｄｅｄａｍｕ（l／2）ｅｊｅｎｄｅｔｏｎｄｏｉｆａ５５ａｒａｆｅｊｅｒｇｉｄｅｄａｍｕ（2／3）
irgendegnninsithDre・ｇｏｒｏｋｉｏｃｉａｍａｇａｊａｌａｎｉ（３／４）ｔｏndoleolen
deolhorohancikiociemu（4／5）beyeigebujurganbehairara
ohode，terei（５／6）amala，wesihunabkadegirurakU，fusihUn（ＸＸＩａ
－６／ＸＸＩｂ－ｌ）niyalmadeyerterakn，ｅｊｅｎｉｂａｉｌｉｄｅｋａｒｕｌａｍｅ（l／2）
abkaifejergidetusaobuciombi、
説くのに、「狭い心を徳化し、嫉妬の心を浄化し、偏った心を正しくし、上に対
してはただ主［ejen］に忠義をもって尽力する､下に対してはただ民に専心する、
遠くであるならば後肚の公平な論議に対して畏れる、近くであるならば一身の名
誉や節義を愛しむようであれば、その後に、上は天に恥じることなく、下は人に
`塊じることなく、君［ejen］の恩に酬い、天下に益をなすことができる｡」と。
日、化乃偏心､怯乃忌心。（)ＵＶｂ－６／ＸＶａ－１）正乃偏心。’二惟効忠於主､下（ｌ
／2）惟加意於民。遠則畏後世之（2／3）公評､近則愛一身之名節。然（3／4）
後仰不槐於天、Ｉ府不作於人。（4／5）足以酬君恩、而有益於天下。（5／６）
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urseginggulemegUnL（３／）
慎んで考えよ。
()ｑＶｂ－６／）
amban（２／３）ｏｈｏ
臣となった者たちは、
爲人臣者、其愼思之。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
(／ＸＸＩｂ－４）aisidedosirebeleolehengge.（４／５）
利に走ることについて論じたこと。
(／ＸＶａ－１）狗利論（ｌ／２）
aisiiniyalmadejobolonojoronggeａｍｂａｎｋａｉ．（５／６）
利が人に禍をなすことは甚大なものであるぞ。
利之禍人甚実哉。
julgeciebsiambanohoniyalmaigebuefujefi（Ｘｍｂ－６／ＸＸＨａ－１）
erdemugukufibeyebuceheuksunsuntehengge，ｇｅｍｕ（ｌ／２）erei
haran．
古来、臣となった者が名を失墜し、徳を喪失して、身を滅ぼし、一族郎党が滅亡
したことは、全てこの事情から出たものである。
古來人臣（2／3）之敗名喪徳、亡身覆宗、蔑不（3／４）由此。
jangioiidorgideriulinnadan（２／３）isabuhayuwandzaiituleri
ulingaimeyabuha．（３／４）wangzungnisibiyajafafibuyarame
bodoho．（4／5）§ｉｃｕｎｇｎｉｕｌｉｎｉｓａｂｕｆｉｂａｙａｎｂｅｔｅｍＳｅhengge．（5／6）
ememunggetereerindewabuha・ememungge（ＸＸＨａ－６／ＸＸＨｂ－ｌ）
amagajalandebasucunwerihe
張禺は内に貨財を貯め込んだ｡元載は外で貨財を取ろうとした｡王戎は謀略に走っ
て事細かに画策した。石崇は貨財を貯め込んで豪勢さを競った。ある者はその時
に殺された。ある者は後世になってから潮笑されるべきものとして扱われ続ける
ことになった。
如張禺之内殖貨財、元（４／５）載之外通賊賂、王戎之執簿（５／６）會計、石
崇之聚賄争豪、或被（ＸＶｂ－６／XⅥａ－１）膠於當時、或貼識於後世。
tuttuofi（l／２）§ｕｇｉｎｇｄｅ，ulindedosirebetargabuhabi．（2／3）
sigingde，dosiniyalmabewaka5ahabLIu（３／４）boo，jihaienduri
leolenarahabLts,uiliyei，（４／５）tei5unwaehesemebasubuhabi．
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aｉｓｉｄｅ（５／６）targaciacaranggejulgeciebsituttukai．（ＸＸＩｂ－６／
ＸＸｍａ－１）
この故に、『書経』では、貨財にのめり込むことを戒めている。「詩経」では、貧
欲な者をせめている。魯褒は銭iiilll論を作っている。崔烈は銅臭いと潮笑されてい
る。利においてまさに戒めるべきことは、古来、このようであるぞ。
故（l／２）書徹殉貨(2)､詩刺貴人'３１。魯褒致（２／３）論於鏡iiilP､崔烈見潮於銅臭。
(3／4）利之當戒、自呰然実。
guwahendume・aisiadarameniyalmade，uttujobolon（１／２）
ombini，hendume，aisiserenggejurganibakcin，joboloni（２／３）
adakikai．
別に説くのに、利はどのようにして人にこのように禍をおよぼすことができるの
か。説くのに、利というものは、義と一対の相反するもので、禍の隣にあるぞ。
或日、利（4／５）何以禍人至此哉。日、利也者、（5／６）義之反而害之隣也。
aisidedosiurse，terei（３／４）mujilendetebufigUningirkUfiyamji
cimari（4／５）kicerebodoronggedamuaisiteile，ａｍｂａｏｃｉ，（5／6）
iniholoyohoronigesebuyenbecihai（ＸＸＨａ－６／ＸＸｍｂ－ｌ）sindafi，
buyaramefunelibefunceburakU
利に走る輩は、その心に居すわらせて、思いを専らにして、晩も朝も精一杯考え
ているのは、ただ利のことばかり。大きいことであれば、その山か谷のような欲
を思うままに解き放して、些細な分・厘についてはあとに残さない。
狗利之（XⅥａ－６／XⅥｂ－ｌ）徒､其虚心積慮､斫夕圖維者､(ｌ／2）唯利而已。
大則縦其籍塾之（２／３）欲、而細不遣夫錯銑。
gUnin（l／2）emgerielgiyentumindeurhuci，uthai（2／3）niyalma
deisiburefulehunakUgeliｂｅｙｅｂｅ（３／４）gocime，baitalarabe
kemneme，ｇｅｂｕｊｕｒｇａｎｂｅｕｊｅｎ（4／５）oburemujanggao・
思いが一度、もっともっと豊かになりたいことに偏れば、たちまち人に及ぼす`情
けなどなくなり、かつまた自分を愛し、用いることに画策し、ただただ名節や義
理を重いとするだけなのである。
念一往(3／4)於豐腕､而遂不復有及人之(４／５)惠。豈更能卑躬約己､以名義(５
／６）爲重哉。
tuttuofibuyencihalan（5／6）eteci，ooriguninliyeliyehunofigoidarａ
(ＸｍＩｂ－６／ＸＸＮａ－ｌ）ambaojorokicenbefarhndafi，bodorongge（l／2）
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yasaijulergicitucinderakU
この故に私欲が勝れば、深遠な意志に迷いを生じて、長い時間を経るごとに大き
くなる勉励さを見失って、熟慮したことが目の前からすぐに出せなくなる。
是故、嗜慾勝、則iii申智（XⅥｂ－６／XⅦａ－１）唇。昧久大之岡、而計不出乎（ｌ
／2）眉膣。
tuktandeinu（２／３）fa55arasithUregUninakUnggeakＵｅｍｇｅｒｉ（３
／4）aisideduriburejakade，uthaituwakiyan（4／5）waliyabuf
hanjagirutuakUojorobe，（5／6）hairandarakUbaimbi
初めに、これまた、尽力し専心する志がなかった者はいない。ひとたび利に奪わ
れることによって、たちまち守るべきことを捨て去って、清廉で恥を知る心が無
くなってしまうことを惜しむこともなく、求めてしまうのである。
其始也、亦未嘗無砥礪（2／3）之志。而一爲利奪、即頓喪其（3／4）所守、不
惜寡廉鮮耽以求之。（4／5）
eｍｂｉｃｉａｒｇａｊａｌｉｂｅ（ＸＸＮａ－６／ＸＸＮｂ－ｌ）faksidametulbifi，jalan
beeiteremeinigejurere（１／2）gasihiyaradeacabumbL
あるいは、陰謀術策を巧みに施して世を欺き、その搾取して漁り取ることをやり
遂げる。
或機械巧設、欺世以遂其侵（５／6）漁。
embicikokirakUoshonbe（２／３）balaiisibuliaijakabe
nungnemeinｉｄｏｓｉ（3／4）ｇａｍｊｉｂｅｙａｂｕｍｂＬ
あるいは、残虐な行為を好き勝手に加えて、どのような物についても侵害し、自
分の内に貧り取ることを行なう。
或残虐横加瓶物以行其（XⅦａ－６／XⅦｂ－ｌ）饗餐。
aisibekicemegoidaha（４／5）manggLgasacunisaranggeuruｎａｋｐ
５ｕｍｉｎｂｅｓａｒｋＵ（5／6）
利に励んで久しく経ったのちには、怒りによる怨みの集まることが必ず深くなる
のを判っていない。
不知岡利既久、叢怨必（l／2）深゜
gerenileolendebaktambucimanggasereanggala，（ＸＸＮｂ－６／Ｘ
ＸＶａ－１）hanifafundeurunaknguweburakU
多くの論において受入れられるのが難しいというのみならず、王［han］の法度
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においても絶対に許されることではない。
既衆論之所難容、必王章（２／３）之所不貸。
ududartai（ｌ／２）gurunifafunciukcafi，ｔｅｈｅｉｂｏｏｉｕｌｉｎｂｅ
(２／３）karmacibe，abkaidorojalubeibiyambLambula（３／４）
isabucijobolonbeudambi、bayanelgiyende（４／５）enteheme
bahafijirgambio．
たまたましばらくのあいだ国の法から逃れられて、貯まった家の貨財を護ること
ができたとしても､天道はこうしたことが極限まで至ることを忌み嫌うのである。
とてつもなく多く貯め込めば禍を買う。豊かさが余りあることを永く享受して安
楽に過ごせるであろうか。
即令偶逃國憲、坐（3／4）擁家賀。而天道忌盈、多藏買（４／5）禍。誼得長
享富厚哉。
aＬｅｍｇｅｒｉｂｅｙｅｂｅ（５／６）waliyataiambanohokaL
ああ、－度は己を捨てて臣になったのであるぞ。
嵯嵯、既（５／６）己委身爲臣突。
gｕｎｉｍｅｔｕｗａｈａｎｉ（ＸＸＶａ－６／ＸＸＶｂ－１）beyedeafabuhangge
antakaujen、tanggU（１／2）halaibeyedeererenggeantaka§umin．
考えてみよ、朝廷［han］が己に委ね任せてきたことの如何に重たいかを。百姓
が己に望むことの如何に深いかを。
試思朝廷之（XⅦｂ－６／XⅧａ－ｌ）所以任己者、何其重。百姓之（１／２）所
以望己者、何其段。
jaidaci（２／３）beyeigmihanggeantakagoroamban・ｋｅｂ
ｓｅｍｅ（３／４）ｄａｍｕａｉｓｉｂｅｆａｒＳａｍｂｉｍｅ，gelidere5ehun（４／５）
niyalmaijalandeiliciombio．
また、はなから自分の眼鏡に適った者は如何に遠大であることかを。親しみ近付
くことがただ利をかけたことのみではまた、顔が晴れ晴れとした人生に立つこと
などできようかと。
與夫生（２／３）平之所以日許者、何其遠且（3／４）大。而華華焉、唯利是遂。
尚堪（４／５）願顔立於人世耶。
tereimujilenbe（５／６）bodoci，damuemubeyeiergerejirgara
be（ＸＸＶｂ－６／XXⅥａ－１）kicerenggeemuerinihoronalgin
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benemserengge．（ｌ／２）amagajalandefuluelgiyenbe
werirengge．（２／３）
その心をひも解いてみると、ただ、己一人が安楽に暮らそうとして励んでいるこ
とばかりで、－時の名声や評判を競っているだけのことであり、後代の子孫に余
りあるほどの富を留め置きたいだけのことである。
度其心､不(５／６)過岡一己之逸豫耳。博一時(XⅧａ－６／XⅧｂ－ｌ)之聲勢耳。
飴後人之饒裕耳。（１／２）
ergerejirgarasebjen､dorolonjurganiwesihunde（３／４）
teherembio・horonalginitakawesihunweilegunｇｎｉ（４／５）
entehemedeteherembio・fuluelgiyenbewerire（５／６）anggala
bolgosanggiyanbewericielhekai．（XXⅥａ－６／XXⅥｂ－１）
安楽に暮らす喜びは、礼節や仁義の上に置くものであろうか。名声や評判のごく
僅かに上であって、罪や功が不朽であることの上に置くものであろうか。余りあ
るほどの富を留め置くよりは、清廉潔白を留め置く方が心安らかであるぞ。
夫逸豫之樂、執與禮義之高。（２/／３）聲勢之浮榮、執與事功之不（３／４）朽。
貼以饒裕、執若貼以清白（4／５）之爲安。
tereanggalatuksicukebeyabumehakｓａｎｂｅ（ｌ／２）feliyeme
baharadedosielecunakUbeｙｅｂｅ（２／３）eheobure，boode
jobolonoburengge・elemenakamesafi，girurak〔ijobo§orakn，ｂｅｙｅ
ｂｅ（4／５）ｂｏｌｈｏｍｉｆｉｂｏｏｂｅｋａｒｍａｒａｃｉｇｅｌｉａｎｔaka．（５／６）
そればかりか、恐ろしいことを行ない、凶暴なことに走り、得ようとして貧るこ
とに飽き足りることなく、己を悪くし家に害をなすことは、満ち足りて止めるこ
とを知って、恥知らずで憂い苦しむこともなく、己を浄化し家を護ることと比べ
て、また如何なものであろうか。
且路危履険、貧得無（５／６）厭、禺於而身、害於而家。又何（XⅧｂ－６／Ｘ
Ⅸａ－ｌ）如知止知足、不辱不殆、以潔（ｌ／２）其身、而保其家也。
ｔｕｔｔｕｏｆｉｈａｎｇｕｒｕｎｉａｍｂａｎｄｕｎｇｊｕｎｇSｕｉ（XXⅥｂ－６／XXⅦａ－ｌ）
heduhengge，facihiya5ameulinaisibekiceme．（ｌ／２）kemunimohoro
wajiredeolhoronggegerenniyalmai（２／３）gnnin，facihiya5ame
gosinjurganbekiceｍｅ,ｋｅｍｕｎｉ（３／４）irgenbewembuciojorakn
deolhorongge，daifu（４／５）hafasaigUnin
この故に漢国の臣であった董仲野が説いたことには、「無理に慌てて財利を追い
求め、常に窮乏して終わることを恐れている者は、衆人の思いである。無理に慌
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てて仁義を追い求め、常に民を徳化できないことを恐れている者は、大夫［daifu
hafasa］の思いである｡」と。
故漢臣董（２／３）仲野有言、皇皇求財利、常恐（３／４）乏置者、庶人之意也。
皇皇求（4／5）仁義、常恐不能化民者、大夫（5／6）之意也。(4)
aｉｎｕｄａｉｆｕｈａｆａｎｉｔｕ５ａｎｄｅ（5／６）ｏｆLgerenniyalmaiyabunbe
yabumbini．
何故に大夫の職務にあって、衆人の行ないを行なうのか。
奈何居大夫之位、而（ＸＩＸａ－６／ＸＩＸｂ－ｌ）爲庶人行哉。
tereanggala（XXⅦａ－６／XXⅦｂ－ｌ）ujulahaambanbolgoakUoci，
fejergibe （ｌ／２）yarhUdaciojorakU・buyahafasaurunaku
nantuhUn（2／3）ｏｍｂＬｂｕｙａｈａｆａｎｂｏｌｇｏａｋＵｏｃｉｉｒｇｅｎｂｅ（3／4）
dasaciojorakUankooliurunakUefujembi．（4／5）
それどころか、頭に立つ大臣が清廉でなくなれば、下の者を善導することができ
なくなり、小臣は必ず貧り汚れるようになる。小臣が清廉でなくなれば、民を治
めることができなくなり、風俗は必ず崩壊してしまう。
且大臣不廉、無（l／2）以率下、則小臣必汚。小臣不（２／3）廉、無以治民、
則風俗必壊。
jergijergifusihUngejuremegaimenakarakuoci，（５／6）suiurunaku
tanggUhaladetu5ambi，jobolon（XXⅦｂ－６／XXⅧａ－１）kemuni
gurunboodeisinambi，ｔａｉｆｉｎｉｄａｓａｎｂｅ（l／2）erehesemebahaci
ojorakUkai．
次々と下方に累を及ぼし、苛酷に取ることを止めないならば、害は必ず百姓に及
ぶ｡禍は必ず国家に到る。太平の政を望んだとしても得ることはできなくなるぞ。
層（3／4）累而下､誹求勿己。害必加於（４／5）百姓､而患旧中於邦家､欲具（５
／6）太平之理、不可得実。
aisisere（2／3）gebudeniyalmajailamesarkUnggeakU・
利という名に対し、人が避けることを知らないことはない。
夫利之（ＸＩＸｂ－６／ＸＸａ－ｌ）爲名、人莫不知避。
tｅｅｍｕ（３／４）ｎｉｙａｌｍａｂｅｔｏｏｍｅ，siaisi
hendumetuwa・tereurunakUciraaljafialime
今、一人を罵り、「お前は利に走れ｡」と言ってみよ。
dｅｄｏｓｉｓｅｍｅ（４／５）
(5／6）gaijarakDkaL
かの者は必ず顔色を変えて
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受け入れないぞ。
今試訴一（l／2）人日、汝狗利、彼必純然不受（2／3）也。
aisibesahadegeliangga（XXⅧａ－６／ＸＸＷＩｂ－ｌ）fUsihUlambimemujilen
sai5ambi・akUcimujilentere（１／２）ｗａｋａｂｅｓａｍｂｉｍｅ，buyende
dalibufLbeyeyabume．（２／３）hendumebitakagaiki，ainahaiuthai
jobolon（3／4）ojorosembi，
利［の目前にあること］を知ったときには又、口では軽蔑しながら心では羨まし
がる。そうでなければ、心ではその非を知りながら、欲に目が眩んで身は事を行
ない、語るに、「吾はとりあえず取ることにしたい。どうして立ちどころに禍に
なるだろうか｡」という。
及其見利､又往往口鄙而（3／4）必羨之。或心知其非､蔽於欲（4／5）而躬路之。
日、吾姑取焉、未必（5／6）邊至於害也。
oilorgibolgodorgidusihiyen（４／５）ninggeambulabegeliai
ferguwerabａｂＬ（5／6）tuttuaisidedosirejobolonbedahn、（Ｘ
ＸＷＩｂ－６／XXIXa-l）dahnnileolehengge，ａｉｓｉｄｅｄｏｓｉｕｒｓｅｂｅ（ｌ
／2）hingsemegUnifihUsutulemehalakiniserenggekai．（2／）
上辺は清廉でも内実は濁りきっているような者が甚だし〈大勢を占めることにつ
いては又、どのような珍しい所があろうか。故に、利に走る禍について幾度とな
く繰り返し論じたことは、「利に走る輩は懸命に考えて、一所懸命に変わるがよ
い｡」ということであるぞ。
又笑怪乎清文(ＸＸａ－６／ＸＸｂ－ｌ)濁質者之比比哉。故反覆乎(l／2）狗利之害。
令負利者、静思而（2／3）力改之耳。（3／）
【註】
『論語』「衛霊公第十五」には「子日、君子疾没世而名不穂焉｡」とある。
『書経」「商書」の「仲腿之詰」には「惟王不邇聲色、不殉貨利｡」とある。
『詩経」には該当する例が散見しているため未詳。
｢漢書」巻五十六「董仲野傳・第二十六」には「夫皇皇求財利常恐乏置者、庶人之意也。
皇皇求仁義常恐不能化民者、大夫之意也｡」とあり、このうちの「皇皇」について唐の
顔師古は「皇皇、急速之貌也｡」と注を付している。
（東洋史学専攻・教授）
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